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米
国

へ
の
旅

桔
梗
原

一
、
熱
風
の
吹
く
モ
ー
ゼ
ス
レ
イ
ク

　
私
が
派
米
農
業
研
修
生
制
度
を
知

っ
た
の
が
五
。
年
前
に
な
る
。
そ
の
翌

年
地
方
選
考
と
中
央
選
考
を
パ
ス
し

二
度
の
講
習
を
受
け
て
渡
米
し
た
の

が
三
年
前
の
一
九
七
〇
年
六
月
末
で

あ
る
。
全
国
各
地
か
ら
一
八
七
名
の
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蒸
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◎
難
鱒
、

ー
・
駈

樋
口
　
寿
一

青
年
が
集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
二
年
間

米
国
で
農
業
と
生
活
と
国
民
を
知
ろ

う
と
意
気
揚
々
と
ア
メ
リ
カ
の
土
を

踏
ん
だ
。

　
我
々
を
乗
せ
た
バ
ス
は
シ
ア
ト
ル

ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
四
時
間
、
約
四
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
モ
ー
ゼ
ス

　
葦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
毒
、
弥

驚驚辱凄熱、、．一織嶋
　　　　　　．瓢、＝潅　・．　　　　　　灘轡

　　　　　　　　　　　ま　セ

鍵続野鱗、藤鍵、講轟響☆　隷
熱
、
轟

，、鱒鷺騨・

レ
イ
ク
ヘ
向
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ス
テ

ー
ト
九
十
か
ら
眺
め
る
“
米
国
”
は

雄
大
な
姿
で
あ
っ
た
。
牧
場
を
、
森
林

を
、
サ
バ
ク
の
中
を
つ
っ
走
る
イ
ン
タ

ー
ス
テ
ー
ト
、
時
々
見
え
る
農
家
の

屋
根
や
タ
ワ
ー
サ
イ
ロ
、
人
影
の
見

え
な
い
野
菜
畑
、
す
べ
て
が
ア
メ
リ

カ
ら
し
い
姿
で
あ
る
。
カ
ス
ケ
ー
ド

山
脈
を
越
え
る
と
リ
ン
ゴ
の
大
産
地

で
あ
る
ワ
ナ
チ
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら

間
も
な
く
し
て
モ
ー
ゼ
ス
レ
イ
ク
ヘ

と
入
る
。
モ
ー
ゼ
ス
レ
イ
ク
は
ワ
シ

ン
ト
ン
州
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
湖

の
ほ
と
り
に
発
達
し
た
若
い
小
さ
な

町
で
あ
る
。
産
業
は
農
業
が
主
体
で

牧
畜
、
穀
物
、
牧
草
な
ど
を
栽
培
し

て
い
る
。
こ
こ
は
近
い
将
来
コ
ロ
ン

ビ
ア
川
、
グ
ラ
ン
ド
ク
ー
リ
ー
ダ
ム

の
総
合
開
発
計
画
に
よ
る
と
コ
ロ
ン

ビ
ア
ベ
イ
ス
ン
一
〇
〇
万
工
ー
カ
ー

の
サ
バ
ク
（
不
毛
地
）
が
緑
に
お
お

わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
こ
れ
は

実
に
新
場
県
内
農
耕
地
面
積
の
二
倍

に
あ
た
る
）
。

　
我
々
は
何
よ
り
も
先
ず
英
語
を
聞

け
て
話
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
七
月
の
ま
る
一
ケ
月
間
地
元
ビ

ッ
グ
ベ
ン
ド
カ
レ
ッ
ジ
で
英
語
だ
け

の
特
訓
を
受
け
た
。
一
ク
ラ
ス
一
六

人
で
一
人
の
教
師
が
つ
き
母
音
の
発

声
か
ら
た
た
き
直
さ
れ
た
。
初
め
て

聞
く
“
本
当
の
英
語
”
1
そ
れ
は
感

激
で
あ
り
し
か
し
強
烈
な
シ
ョ
ッ
ク

で
も
あ
っ
た
。
　
“
日
本
式
英
語
”
と

は
全
然
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

国
で
は
“
本
当
の
英
語
”
し
か
通
用

し
な
い
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な

不
安
で
あ
り
特
訓
の
効
果
よ
り
は
る

か
に
高
く
固
く
厚
い
カ
ベ
で
あ
っ
た

学
習
は
一
日
六
時
間
で
我
々
の
グ
ル

ー
プ
は
午
後
三
時
か
ら
体
育
の
時
間

が
設
け
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
時
に
は

す
べ
て
を
忘
れ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
週
末
に
は
た
い
て
い
フ

ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
が
あ
り
モ
ー
ゼ

ス
レ
イ
ク
近
辺
へ
見
学
に
出
か
け
た

二
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
力
を

誇
る
グ
ラ
ニ
ド
ク
ー
リ
；
ダ
ム
、
か

つ
て
は
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
漠
布
を
し
の
ぐ

規
模
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
ド
ラ
イ
フ

ォ
ー
ル
ス
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
棲
息

し
て
い
た
居
住
地
、
全
米
一
と
言
わ

れ
る
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
場
、
博
物
館

農
場
等
々
経
費
と
時
間
の
許
せ
る
限

り
あ
ち
こ
ち
回
っ
て
見
た
。

　
こ
う
し
て
七
月
の
一
ケ
月
も
終
り

に
近
ず
い
た
三
十
日
モ
；
ゼ
ス
レ
イ

ク
市
民
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
イ
ブ
ニ
ン
グ
（
日
本
の
夕
べ

）
を
披
露
で
き
た
こ
と
を
本
当
に
嬉

し
く
思
っ
て
い
る
。
来
月
か
ら
農
場

実
習
に
入
り
よ
り
広
い
社
会
が
待
っ

て
い
る
と
思
う
と
大
き
な
期
待
が
湧

い
て
く
る
。

　
　
日
系
人
の
果
樹
園

　
八
月
一
日
か
ら
向
こ
う
三
ケ
月
間

一
農
家
二
～
三
人
づ
つ
配
属
さ
れ
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
自
炊
の
生
活
に
な
っ

た
。
私
は
石
川
県
の
室
谷
君
と
一
緒

に
マ
ッ
シ
ュ
・
キ
ヨ
カ
ワ
農
場
で
お

世
話
に
な
っ
た
。
奥
さ
ん
は
小
学
校

の
先
生
を
し
て
お
り
、
キ
ヨ
カ
ワ
氏

は
四
十
五
工
ー
カ
i
（
約
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
の
果
樹
園
を
経
営
し
ナ
シ

と
リ
ン
ゴ
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
さ
て
我
々
の
仕
事
は
ナ
シ
の
摘
果

作
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
十
二
段
の
ハ

シ
ゴ
に
の
ぼ
り
摘
果
棒
で
貧
弱
な
果

や
な
り
す
ぎ
た
房
を
三
～
四
果
に
し

て
や
る
。
も
ち
ろ
ん
無
袋
果
で
あ
る

か
ら
素
人
の
我
々
に
も
簡
単
に
や
れ

る
。
だ
が
ハ
シ
ゴ
の
使
い
方
は
む
ず

か
し
い
。
自
然
形
整
枝
の
樹
で
あ
る

か
ら
な
か
に
は
い
ろ
ん
な
の
が
あ
る

ハ
シ
ゴ
の
使
い
方
次
第
で
能
率
が
か

な
り
違
う
し
、
斜
面
で
は
ひ
っ
く
り

返
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
一
日
何
十

回
、
何
百
回
と
な
く
の
ぼ
り
降
り
し

夕
方
に
は
身
体
が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
い

た
。
そ
ん
な
仕
事
が
半
月
程
続
き
八

月
二
十
日
か
ら
い
よ
い
よ
早
生
ナ
シ

の
ピ
ッ
キ
ン
グ
（
収
穫
）
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
頃
に
は
ハ
シ
ゴ
の
使
い
方

も
上
手
に
な
り
足
も
鍛
え
ら
れ
た
頃

な
の
で
朝
か
ら
バ
ン
バ
ン
稼
い
だ
。

ピ
ッ
キ
ン
グ
は
時
間
給
（
タ
イ
ム
ワ

ー
ク
）
で
な
く
収
穫
し
た
量
に
応
じ

て
お
金
が
も
ら
え
る
（
ピ
ー
ス
ワ
：

ク
と
い
う
）
℃
そ
れ
に
収
穫
時
に
は
あ

ち
こ
ち
か
ら
労
務
者
が
集
ま
り
メ
キ

シ
コ
か
ら
も
沢
山
の
労
務
者
が
入
っ

て
く
る
。
だ
か
ら
ピ
ッ
キ
ン
グ
は
い
、

つ
も
彼
等
と
競
争
だ
っ
た
。
早
生
ナ

響
シ
か
ら
晩
生
ま
で
十
日
で
終
っ
た
。
・

　
収
穫
さ
れ
た
フ
ル
ー
ツ
は
た
い
て

い
組
合
に
持
っ
て
い
か
れ
た
。
フ
：

ド
リ
バ
ー
の
果
樹
農
家
で
は
組
A
員

が
“
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
フ
ル
ー
ツ
、

グ
ロ
ア
ー
ズ
、
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン

”
と
い
う
組
合
を
つ
く
り
選
果
、
加

工
工
場
を
経
営
し
て
い
る
。
こ
の
組

合
で
は
巨
大
な
冷
蔵
施
設
を
持
ぢ
年

中
操
業
を
や
っ
て
い
る
。
果
物
ほ
フ

レ
ッ
シ
ュ
フ
ル
ー
ツ
（
生
食
用
）
と

キ
ャ
ン
ナ
i
（
か
ん
ず
め
）
に
な
り

三
分
の
二
が
東
部
ア
メ
リ
カ
の
チ
ェ

ー
ン
ス
ト
ア
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

残
る
三
分
の
一
は
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
里
文
芸

　
　
　
五
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

旅
衣
み
ど
り
余
さ
ず
瞳
の
お
く
に

紅
少
し
刷
き
て
ま
み
い
ん
余
花
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
汀
歩

虹
を
追
っ
て
駆
け
出
す
春
の
主
役
た

ち山
菜
負
い
虹
き
し
ま
せ
て
婆
が
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灯
石

冬
を
焼
い
て
く
れ
な
い
の
も
の
は
ぐ

く
ま
す人
生
往
来

◎
産
声

　
子
の
名
　
　
父
の
名
　
　
部
落
名

樋
口
　
郁
夫
（
正
　
夫
）
　
通
り
山

南
雲
め
ぐ
み
（
一
　
正
）
　
荒
　
屋

村
山
ル
リ
子
（
賢
一
）
本
村

俵
山
　
春
香
（
十
　
二
）
　
宮
　
中

村
山
貴
美
栄
（
健
治
）
　
本
村

岡
村
　
安
弘
（
勇
　
）
　
山
　
崎

大
島
　
栄
治
（
長
　
吉
）
芋
川
新
田

◎
局
砂
翻
罫
肇
踊
麟

翻
囎
鷺
鵡

南
米
、
ア
ジ
ア
な
ど
外
国
に
も
輸
出

し
て
お
り
近
く
日
本
に
も
販
路
を
持

つ
よ
う
で
あ
る
。
我
々
が
見
た
こ
の

組
合
は
二
百
三
十
名
余
り
と
い
う
少

人
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
に

も
巨
大
な
組
織
を
持
っ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
彼
等
か
ら
学
ぶ
べ
き
多
く
の

も
の
が
あ
っ
た
。

若
葉
の
匂
い
尋
め
ゆ
き
杉
谷
の
湧
れ

吸
む
　
　
　
　
　
　
吟
穂

夕
陽
集
め
桑
金
色
に
芽
吹
き
居
り

タ
ン
ポ
ポ
に
帰
郷
の
心
引
き
出
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

荒
梅
雨
や
術
後
の
義
父
の
深
眠
り

董
我
咲
く
村
い
つ
も
明
る
く
水
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

月
は
お
ぼ
ろ
橋
桁
ば
か
り
を
そ
ら
ん

じ
て
土
筆
は
白
い
絵
筆
闇
に
描
ぐ
お
も
か

げ
　
　
　
　
　
　
涼
子

連
錦
と
母
情
は
る
か
な
藤
咲
き
初
む

汝
が
視
野
に
濫
れ
ま
し
ろ
に
著
義
の

花

翻
灘
翻
縣

瀟
尉
川
正
喜
（
、
、
、
、
、
）
干

瀟
馴
◎
緊
零

樋
口
　
勝
成
（
八
八
）

小
林
孫
十
郎
（
八
九
）

井
ノ
川
定
（
七
一
）

高
橋
　
イ
ト
（
七
一
）

健
（
晃
）
上
　
山

好
芋
杢
四
）
川
西
町

博
行
（
茜
）
津
南
町

園
子
（
茜
）
芋
　
川

　
　
　
　
　
溝

雅
子
（
二
三
）
十
日
町

民
治
（
三
）
本
村

作
枝
へ
三
）
津
南
町

宮袈西干薯
中寺方溝名
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5月1日現在

人　口 7，383（＋4）

男 3，651（＋6）

女 3，732（一2〉

世帯数 1，698（＋8）

カッコ内は前月との比較

峠

…i

…ヨ　……士…　＝τ『

三
ヨ　　　　一　　　　　　辱
　　　　　　　　　『

三 ≡一　　　　　　　一』

7二＿『

　　　　　　　励一

二
一

亀　　　　、

　　第202号
r’∵一一一｝”一：一””「

行所　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　し

1新潟県中魚沼郡l
l中里村公民舘i
I
　　　　　　　ロl　　　　　　　　　　　　　I

I毎月1回15日1ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1定価　1部　5円i
』一＿一＿＿＿＿＿＿一甲　＿＿一＿＿＿一

第
一

回
臨
時
村
議
会
開
く

　
去
る
五
月
十
一
日
、
午
前
九
時
よ

り
、
役
場
議
場
に
お
い
て
、
今
年
度

第
二
回
の
臨
時
村
議
会
が
、
会
期
一

日
の
日
程
で
開
か
れ
、
昭
和
四
十
八

年
度
中
里
村
一
般
会
計
補
正
予
算
、

中
里
村
職
員
の
休
，
日
、
休
暇
に
関
す

　
　
　
　
　
羅

瀬
．
細
灘
灘
，

灘
、、椰r

灘
顯

饗

韓鐙

、
．
鐵

広
域
消
防
発
足

る
条
例
の
一
部
改
正
、
中
里
村
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告
、
中
里

村
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

等
の
廃
止
条
例
制
定
、
中
里
村
税
条

例
の
一
部
改
正
、
中
里
村
国
民
健
康

　
　
　
　
離
　
　
　
毛
灘
、

、
謹
灘
魑
、

．
．
，
難
馨
、

課
曜
簸

駿噸
　
　
　
・
嵌
織
、
．
継
、

　
　
　
　
、
織
　
難

　
　
　
　
　
髄
欝

　
　
講
郷
鍵

鞭
窒
藤
、
・
、
禰
燃
，

　
　
黙
乗
㈹

　
マ
ァ
ヤ
　
ま
ド
ず
く
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ガ

欝
鰹
、

．
愚
・
騨
　
、
轄
撫

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
請
願
審

査
報
告
「
林
業
振
興
に
関
す
る
決
議

」
　
（
第
六
十
五
国
会
）
の
早
期
実
施

に
関
す
る
決
議
、
陳
情
審
査
報
告
、

わ
が
国
と
朝
鮮
民
主
々
義
人
民
共
和

・
国
と
の
国
交
正
常
化
促
進
に
関
す
る

繕慧ゴ蟻i睡』

灘
．
‘

繋牽
卿

「蘇

　
　
　
　
　
昨
年
大
変
好
評
を
得
た

　
　
　
　
老
人
工
芸
展
が
、
今
年
も

展
砿
醗
唄
甥
鱒
岡

芸
稚
蚕
飼
育
所
豪
れ
ま

工
嚥
し
詐
工
芸
鷺
中
里

で
2
8
村
老
人
ク
ラ
ブ
養
至

ブ
催
で
、
業
の
方
々
が
、

ラ
縢
踊
鱗

ク
出
董
に
集
め
壬
芸
展
を

人
開
伽
醗
紹
導
を

老
現
代
の
人
達
に
伝
え
、
理

　
　
　
　
解
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

　
　
　
　
主
旨
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
出
品
内
容
は
、
ワ
ラ
工
品
、

竹
細
工
、
玩
具
、
手
芸
、
書
画
、
そ
の

他
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
出
品

数
は
約
二
百
八
十
点
と
、
と
て
も
多

く
第
一
日
目
に
、
早
く
も
三
分
の
二

以
上
即
売
さ
れ
、
第
二
日
目
に
は
殆

ん
ど
全
部
が
買
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
議
な
ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査

し
、
い
づ
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
予
算
関
係

．
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
消
防
施
設

整
備
嚢
組
合
嚢
馨
、
四
＋
五

万
円
減
、
才
出
の
面
で
は
、
消
防
費

が
、
広
域
消
防
に
よ
っ
て
、
各
節
の

才
出
は
、
負
担
金
補
助
及
び
、
交
付

金
に
組
み
替
え
ら
れ
支
出
さ
れ
る
事

に
な
っ
た
。

お
願
い

　
　
　
電
話
線
工
事
に
つ
い
て

　
電
々
公
社
で
は
、
今
年
末
を
目
途

に
越
後
田
沢
局
の
電
話
を
、
ダ
イ
ヤ

ル
式
自
動
電
話
に
切
り
替
え
る
た
め

の
諸
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
す

で
に
新
し
い
建
物
も
出
来
あ
が
り
近

代
的
機
械
の
取
付
け
工
事
も
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
五
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
線
路
工

事
に
と
り
か
か
り
ま
す
が
、
こ
の
工

事
は
古
い
電
話
線
を
新
し
い
も
の
に

と
り
替
え
た
り
、
新
し
く
電
話
線
路

漏
電
し
ゃ
断
器
の
お
し
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

　
一
般
家
庭
に
お
け
る
電
気
機
器
の

普
及
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
反

面
、
漏
電
や
感
電
に
ょ
る
事
故
も
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

災
害
を
防
ぐ
に
は
、
ア
ー
ス
工
事
の

み
で
は
、
不
十
分
か
つ
危
険
で
、
も
れ

た
電
流
を
す
ば
や
く
と
り
出
し
て
直

ち
に
電
源
を
し
ゃ
断
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
で

は
技
術
基
準
を
改
正
し
、
漏
電
し
ゃ

断
器
の
取
付
義
務
を
大
幅
に
導
入
し

昭
和
四
十
八
年
二
月
一
日
以
降
該
当

す
る
電
気
機
械
器
具
を
新
設
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ら
ず
漏
電
し
ゃ
断
器
を

取
付
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

〈
漏
電
し
ゃ
断
器
取
付
け
を
義
務
づ

け
た
主
な
も
の
〉

①
二
百
ボ
ル
ト
（
動
力
線
）
用
機
械

器
具
を
新
設
す
る
場
合
（
特
殊
な
場

合
を
除
く
）

②百ボルト

（
電
灯
線
）
か
ら
使
用

す
る
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
（
ル
ー
ム
ク

ー
ラ
ー
な
ど
を
風
呂
ま
た
は
軒
下
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
な
ど
水
気
の
あ
る

場
所
に
設
置
す
る
と
き
）

③
百
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら
使
用

す
る
魚
屋
、
八
百
屋
等
の
冷
蔵
用
シ

ョ
ー
ヶ
ー
ス
を
床
面
廠
水
洗
い
す
る

場
所
に
設
置
す
る
と
き
。

④
百
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら
使
用

す
る
コ
ー
ラ
、
タ
バ
コ
自
動
販
売
機

・
等
を
屋
外
に
設
置
す
る
と
き
。

◎
な
お
く
わ
し
い
事
は
最
寄
り
の

当
社
嚢
所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

献
血
に
ご
協
力
を

　
去
る
五
月
四
日
、
中
里
村
公
民
舘

に
お
い
て
、
お
こ
な
わ
れ
た
献
血
に

は
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
四
十
八
年
度
の
さ
い
さ

き
よ
い
ス
タ
：
ト
を
し
ま
し
た
。

を
建
設
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
村
民

の
み
な
さ
ま
に
は
、
何
か
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ご
協
力

の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
十

分
注
意
し
て
、
実
施
い
た
し
ま
す
が

万
一
不
通
等
の
故
障
に
な
り
ま
し
た

ら、

電
話
四
七
五
番
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

脳
卒
中
検
診
及
び
出
機
出
稼
検
診

〇
五
月
二
十
五
日
　
五
月
三
十
日

　
六
月
一
日
　
　
　
六
月
四
日

　
六
月
五
日
　
　
　
六
月
六
日

　
　
　
　
六
月
七
日
　
六
月
八
日

　
　
画
ゆ
脳
奉
検
診
は
い
今
年

　
　
計
綴
喉
鷲
罫
員
鱗

　
　
業
婁
け
て
下
蕊
・

の
事
◎
田
沢
宰
校
で
、
蜜

雛
纈
鐸

罐
　
　
　
　
検
診
を
受
る
よ
う
今
力

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ら
予
定
し
て
い
て
下
さ
い

　
　
　
　
◎
日
本
脳
炎
　
六
月
十
山

日
頃
か
ら
三
日
間
位

◎
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　
六
月
二
十
五
日
～
二
十
九
日

　
こ
ん
ど
の
献
血
は
、
七
月
六
日
の

予
定
で
す
の
で
、
ま
た
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
罐
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村
外
火
葬
場

　
　
　
　
　
　
　
利
用

　
最
近
病
死
又
は
事
故
死
に
よ
る
死

体
に
つ
い
て
村
外
の
火
葬
場
利
用
者

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
火

葬
の
際
枢
の
寸
法
が
ま
ち
ま
ち
で
火

葬
場
の
係
員
が
困
っ
て
お
る
よ
う
で

す
。
　
中
里
村
住
民
の
火
葬
場
利
用
に
つ

い
て
は
四
十
二
年
以
来
津
南
町
の
好

意
に
よ
り
津
南
町
住
民
と
同
一
の
取

扱
い
で
使
用
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま

す
が
、
交
通
事
情
等
の
理
由
で
一
部

十
日
町
市
の
火
葬
場
利
用
者
も
お
り

ま
す
が
い
づ
れ
の
場
合
で
も
炉
の
大

き
さ
に
よ
り
寝
棺
、
座
棺
の
寸
法
が

そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
お
り
既
製
品
の

場
合
は
よ
い
の
で
す
が
、
大
工
さ
ん

者
に
お
願
い

　
に
依
頼
す
る
場
合
は
利
用
す
る
市
、

　
町
、
村
の
枢
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
製

　
作
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、
ず

　
法
使
用
料
等
は
現
在
次
の
よ
う
に
決

　
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
一
、
津
南
町
使
用
料

　
〇
十
二
才
以
上
の
者
　
一
人
に
つ
き

　
　
一
一
千
二
百
円

　
〇
十
二
才
未
満
の
者
　
一
人
に
つ
き

　
　
千
百
円

　
○
死
産
胎
児
　
一
体
に
つ
き

　
　
五
百
円

　
O
分
娩
に
ょ
る
汚
物
　
一
個
に
つ
き

　
　
三
百
円

　
○
死
体
運
搬
車
を
利
用
の
場
合
　
一

　
　
回
に
つ
き
八
百
円

県
知
事
の
許
可
を

　
　
農
地
を
住
宅
地
や
植
林
す
る
時

　
農
地
（
田
、
畑
）
に
県
知
事
の
許
可

な
し
に
住
宅
や
工
場
な
ど
の
建
物
を

た
て
た
り
、
杉
な
ど
の
植
林
を
し
た

り
し
て
い
る
方
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

　
こ
の
よ
う
に
無
断
で
建
物
を
た
て

た
り
、
植
林
を
し
ま
す
と
法
律
（
農

地
法
）
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
は
、
先
に
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
に
農
業

委
員
に
相
談
す
る
な
り
、
役
場
の
農

　
委
員
会
事
務
局
へ
お
届
け
下
さ
い

　
な
お
一
般
に
届
け
出
に
必
要
な
も

の
は
、
次
の
も
の
で
す
。

①
土
地
登
記
簿
謄
本
（
登
記
所
で
発

行
）

②
住
民
票
　
　
（
役
場
社
会
課
で
発
行
）

③
印
鑑

④
構
築
物
の
図
面
二
通

⑤
手
数
料
百
五
十
円

　
以
上
で
す
が
、
特
定
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
他
に
も
必
要
な
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
点
や
詳

細
に
つ
い
て
は
、
役
場
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

一
一
、
枢
の
寸
法

○
寝
棺
長
さ
一
五
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
巾
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

○
座
棺
　
長
さ
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
巾
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

三
、
手
続
き

　
津
南
町
総
務
課
住
民
係
へ
埋
蔵
許

可
証
を
提
出
し
使
用
料
を
納
入
す
る

四
、
十
日
町
市
使
用
料

〇
十
四
才
以
上
の
者
寝
棺
千
八
百

円
、
座
棺
七
百
円

〇
六
才
～
十
四
才
未
満
　
寝
棺
八
百

円
、
座
棺
四
百
五
十
円

〇
一
ケ
月
以
上
～
六
才
未
満
　
寝
棺

六
百
円
、
座
棺
三
百
五
十
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
一
ケ
月
未
満
　
寝
棺
四
百
円
、
座

棺
三
百
円

○
死
産
　
寝
棺
二
百
五
十
円

○
分
娩
汚
物
　
二
百
円

各
地
区
で
敬
老
会
開
く

　
中
里
村
恒
例
の
敬
老
会
は
去
る
四
　
し
た
。
こ
の
敬
老
会
は
、
村
内
七
十

月
十
六
日
の
貝
野
地
区
を
か
わ
き
り
　
才
以
上
の
人
達
の
長
寿
を
祝
し
、
永

に
、
田
沢
、
高
道
山
、
土
倉
倉
下
、
　
年
社
会
に
尽
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

倉
俣
、
清
津
峡
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
　
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

○
れ
い
き
ゅ
う
車
　
十
㎞
未
満
千
三

百
円
、
十
㎞
以
上
は
一
㎞
増
す
ご
と

に
山
ハ
＋
円

注
－
十
日
町
市
住
民
以
外
は
規
定
料

金
の
五
割
増
し
で
す
。

五
、
枢
の
寸
法

○
寝
棺
長
さ
一
五
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
巾
五
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高
さ
四
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

○
座
棺
　
巾
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高
さ
九
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

山
ハ
、
手
続
き

　
十
日
町
市
役
所
市
民
課
へ
埋
葬
許
、

可
証
を
提
出
し
使
用
料
を
納
入
す
る

　
村
長
、
議
会
議
長
、
教
育
委
員
長

さ
ん
方
の
祝
辞
を
受
け
ら
れ
た
あ
と

婦
人
会
の
人
達
の
手
料
理
を
昧
わ
い

な
が
ら
、
み
ん
な
元
気
で
、
お
互
い

の
健
康
を
喜
び
あ
い
歓
談
し
つ
つ
郷

土
の
民
踊
や
歌
に
一
日
を
た
の
し
く

過
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
村

内
の
長
寿
番
付
は
、
次
の
と
お
り
で
す

村
内
長
寿
番
付

①
弄
ノ
川
ソ
メ

　
　
　
如
来
寺
　
　
　
（
九
十
三
才
）

南霧欝
雲

　　鳥部饗万新新　屋善屋ト平敷三敷
　　郎　モ
＿　九　九
九十士茅手季）　　　）　　　）

⑤
吉
楽
ヨ
キ

　
　
　
　
宮
中

⑥
山
田
直
一

　
　
　
　
東
田
尻

⑦
ラ
川
ジ
ャ
セ

　
　
　
本
屋
敷

⑧
清
q
滝
イ
ト

　
　
　
東
田
尻

密留讐票
上田山村干田西林
山イ崎ナ溝イ』方孫
　　　　　　　十　ト　 カ　 サ　 郎

（
九
十
オ
）

（
九
十
才
）

（
九
十
工

（
九
十
才
）

（
八
＋
九
才
）

（
八
＋
九
才
）

（
八
＋
九
才
）

（
八
＋
九
才
）

l
t
1
◆
◆
●
◆
↑
－

一
」
ん
な

　
　
　
　
と
き
に
は

◎
お
餅
、
硬
貨
、
ガ
ム
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
が
の
ど
に
ひ
っ
か
か
っ
た
と
き

小
さ
な
子
な
ら
、
立
て
ひ
ざ
の
上
に

腹
ば
い
に
寝
か
せ
て
、
背
中
を
と
ん

と
ん
た
た
き
続
け
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
し
ょ
う
ゆ
を
の
ま
せ
る

刺
激
で
ゲ
ッ
と
と
び
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎
魚
の
骨
が
ひ
っ
か
か
っ
た
と
き

　
パ
ン
や
ご
は
ん
の
少
し
大
き
な
か

た
ま
り
を
、
ウ
の
み
に
さ
せ
る
と
た

い
て
い
と
れ
ま
す
。
ま
た
、
し
ょ
う

ゆ
を
飲
ま
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
ょ
う
ゆ
は
無
害
の
刺
激
物
で
す
か

ら
、
あ
た
え
て
も
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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　は’　し　　ぞp　　　りぬ、
三　’産たす中く　　ま草陽雨

鱗嚢麟麟鷺
お害め成生い激か1志を　’五
い問　’長産な動しとつ小貝
て題第政第がのそこけ道
はを二策二ら七のまるのふ国起次は位生十中でii…名り

寮護舅嚢麗蟻耕
か　’で一でいのむてなりぐ

　青
　矢

就食

房
蕊拳釜蛮鷺　薯翠暑劣電簿馨書翠し蒸年

奮o奮蒙薯　麓享藩鶏露鶏嚢て表の
塁派欝．尋ぽ讐あ羅訴礒

こ生そば　　は人岐は企線り
募茗差倉あぎズ虐在護葦案大あ

騎馨搬1驚魏畠島い
Q髪享歪睾募害奪楚合考参　　さ

諺嬰讐籠気董鵠誠つ
　隼乞療琵o皇蜜あ覇壱蘇司
　るく　’ね　　とす分きた視

鍬錘鰯繁鰹晃川ヲ
簿蕊1鶴舞友7
霧え易・鰐森全。誉Ol手突　殖と子ル
いのなだ老のは説翼　　くに　　せて
の親立つ人新そ得が　　こ連　　た

黍ぞ青。辱腺嘉多総螺賀青
も青年なるプ　’まで様く　りいと役と年
の年のるかといしきによ変まk・員特で
がの減とと会かたななうり玄っ筈別あ
経携甥ピ鞍壕撞カミ騒紐
’役てれこ要て後う会者く確なるいだ

謂讐嘉講餓搬醗蔀轡
難誉O擢縫羅萎耀総耀
容重あ　　ン把ジるじに種フ会もの人と

内敬し進　　うおれ　　喜気し退のえとか　　りか

礁必覆露1権§靴轄鶴葉藁忌
老識た一れいりこ孟とで　’る嫉人手養乗えっ
人を　’人がま全’の院が　　こ姿　　。を老つまζ
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